
　『真剣に同世代の若者に魚食文化の大切さを伝えたいんです。』
【スタッフ】魚のさばき方がうまいですね。
【Lie さん】以前半年ほどモデルのお仕事をお休みしていた事があって。その時に居酒 
                       屋さんでバイトして覚えました。
【スタッフ】本当に手際がいいですね。ところで、釜石の印象はどうですか？　 
【Lie さん】初めて来た時は感動しました。海も川も山もあって自然がいっぱいでうら
                       やましいです。食べ物も美味しいくて私の故郷がこんなだったら自慢しちゃ 
                       いますよ。
【スタッフ】Lie ちゃんは千葉県出身だから海はあるじゃないですか？
【Lie さん】千葉といっても海には遠い地域なので。でも家の近所に魚屋さんが何件か
                       あって、そのせいか子どものころからお魚が大好きなんですよ。
【スタッフ】そういえば去年はノギャルをしてましたよね。
【Lie さん】  ノギャルリーダーの藤田志穂ちゃんとお友達なので一緒に参加しました。
【スタッフ】なぜ今回ウギャルをやろうと思ったんですか？
【Lie さん】ノギャルをやるまでは職業がらゴハンを抜いたりしてかなり不規則な生活 
                       をしていました。
【スタッフ】モデルさんだから体型を維持することもお仕事ですもんね。
【Lie さん】そうなんです。でもノギャルをやり初めて、たまに食べるおにぎりがとて
                       もおいしくて・・・。
　　　　　  食事って本当に大事だなって気づいたんです。ただ痩せるだけじゃなく
                       内面から綺麗になろうって思ったんです。
　　　　　  私以前は肌荒れもひどかったんですが、釜石に来て漁家のおかあさん達の
                       お肌がきれいなのにびっくりしました。
　　　　　  やっぱり新鮮で安全なものを食べているからなんだなぁって実感しました。
【スタッフ】ところで、ウギャルって何人のメンバーがいるんですか？
【Lie さん】３人です。今回は特別ゲストでてんちむさんも参加しています。
【スタッフ】なぜこのメンバー構成になったんですか？

Lieさん
｢EDGE STYLE｣のレギュラーモデルとして活躍中

釜石ウギャルプロジェクト事務所が中心市街地にオープン

～釜石を考えるきっかけになれば～
７月２７日、まちなかにオープンした釜石ウギャルプロジャクトの事務所。
通称『ウギャル事務所』と呼ばれています。中に入ると、壁にはこれまでのウギャルの活
動を紹介する写真が展示されＤＶＤが流されています。
このスペースをを運営しているのは｢かまいし魅力発信協議会｣の皆さん。
今年２月に東京・神奈川で行われた｢かまいし桜牡蠣フェア｣というイベントに訪れていた
Lie さんと出会い釜石ウギャルプロジェクトを立ち上げた張本人です。
魚→ウギャル→釜石とつながり、全国に釜石の魅力が発信されることが期待されるウギャ
ルプロジェクト。応援してくれるウギャルサポーターも大募集中とのことですので、興味
のある方は是非一度ウギャル事務所を訪ねてみて下さい。
場所は釜石市大町２丁目のドコモショップ向かい .
開館時間は１１：００～１８：００まで。毎週月曜日が休館日。
尚、時節によって開館時間、休館日が変ることがあります。

右：三塚浩之さん　[ かまいし魅力発信協議会会長 ]
左：小川原瑞香さん [ かまいし魅力発信協議会スタッフ ]

神田笑花さん
｢Nicky｣｢Popｔｅｅｎ

｣等の読者モデルとして活躍中

８月２２日に根浜海岸で開催された『ウギャルと一緒に地引網＆バーベキュー』というイベント。
最近メディアでも取り上げられている『ウギャル』。10 代 20 代から支持されるカリスマモデルがなぜ漁業なのか？まし
てや、釜石で 20000 個にも及ぶ牡蠣の養殖を手がけているという。是非話を聞かねばとイベントに参加してきました。

そもそもウギャルって何？誰？と思う人も多いと思います。これは、魚｢うお｣と海の｢う｣と｢ギャル｣を組み合わせた造
語で｢ウギャル｣なんだそうです。『ウギャルプロジェクト』はギャルの視点から、｢将来の健康と美容を考えて１０代の
頃から魚を食べよう｣をコンセプトに、今回お話を聞いたＬｉｅ( ライ）さんを中心に立ち上がったんだそうです。

今年 5月からは月に１度、釜石に来て実際に漁業に挑戦しながら本気で魚食普及活動に取り組んでいます。
今回イベントに参加したのは、ウギャルプロジェクトのメンバー３名と特別ゲストのてんちむさんです。４人は前日か
ら釜石入りし、牡蠣の作業をこなしてからイベントにのぞんでおりました。
当日は地引網経験のある地元中学生を中心に、イベント参加者全員が力を合わせて漁師さんの指導のもと網を引きます。
当然私も参加しましたが、思った以上に重たくて結構な重労働でした。
（取れた魚あまり多くはありませんでしたが、こればっかりは自然相手ですから仕方ないですね。）

さてさて、本題に戻ってウギャルのリーダーでもある Lie さんにお話を伺おうと探していると、なんと！！今獲れたば
かりの魚を手際よく捌いているではありませんか。しかも、まわりを囲む地元中学生に一緒にやろうと言って教え始め
たんです。ギャルが魚をさばくとは思っていなかったので、ちょっとびっくり。作業の邪魔にならないかな？と思いつ
つ Lie さんに話しかけてみましたが、全然気にする風もなく気さくに答えてくれました。

ウギャルに突撃 !! イベント参加＆インタビューしてきました。


